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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 2日 (2006.3.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 炭 素 鎖 中 に ２ 重 結 合 を 有 す る ペ ル フ ル オ ロ 不 飽 和 炭 化 水 素 で あ る 下 記
の 一 般 式 （ １ ） で 示 さ れ る ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ジ エ ン 、 ま た は 下 記 の 一 般 式 （ ２ ） で 示 さ
れ る ペ ル フ ル オ ロ ア ル ケ ン を そ れ ぞ れ 製 造 す る 方 法 に お い て 、
　 　 Ｒ 1 Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ － （ Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ 2 ） a （ Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ （ Ｃ Ｆ 3 ） ） b

                                       － Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｒ 2  　 （ １ ）
（ 式 中 、 ａ と ｂ は ０ ～ ２ の 整 数 で あ り 、 同 一 ま た は 異 な っ て い て も よ い 。 Ｒ 1 、 Ｒ 2 は Ｆ 、
ま た は 直 鎖 、 分 枝 、 環 状 の ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ン 基 で あ り 、 同 一 ま た は 異 な っ て い て も よ
い 。 こ の 場 合 、 分 子 中 の 総 炭 素 数 は ２ ０ 以 下 で あ る 。 ）
　 　 Ｒ 1 Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｒ 2 Ｒ 3  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
（ 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 は 前 記 と 同 意 義 で あ り 、 分 子 内 の 総 炭 素 数 は ２ ０ 以 下 で あ る 。 ま た Ｒ 3

も Ｒ 1 、 Ｒ 2 と 同 意 義 で あ る 。 ）
　 一 般 式 （ １ ） の 製 造 に お い て は 、 次 式 （ ３ ） で 示 さ れ る ジ ハ ロ ゲ ン 化 ペ ル フ ル オ ロ ア ル
カ ン を 、
　 　 Ｘ Ｃ Ｆ Ｒ 1 Ｃ Ｆ 2 － （ Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ 2 ） a （ Ｃ Ｆ （ Ｃ Ｆ 3 ） ） b

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 － Ｃ Ｆ 2 － Ｃ Ｆ Ｒ 2 Ｘ 　 　 　 （ ３ ）
（ 式 中 、 ａ と ｂ 及 び Ｒ 1 、 Ｒ 2 は 前 記 と 同 意 義 で あ り 、 Ｘ は ヨ ウ 素 で あ る か も し く は 臭 素 を
示 す 。 ）
　 ま た 一 般 式 （ ２ ） の 製 造 に お い て は 、 次 式 （ ４ ） で 示 さ れ る モ ノ ハ ロ ゲ ン 化 ペ ル フ ル オ
ロ ア ル カ ン を 、
　 　 Ｒ 1 Ｘ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ Ｒ 2 Ｒ 3 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ）
（ 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 及 び Ｘ は 前 記 と 同 意 義 で あ る 。 ）
下 記 一 般 式 （ ５ ） で 示 さ れ る ア ル キ ル ジ ハ ラ イ ド 、 下 記 の 一 般 式 （ ６ ） で 示 さ れ る ハ ロ ゲ
ン 化 ア ル キ ル 及 び 単 体 ハ ロ ゲ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 、
　 　 Ｙ － Ｒ － Ｙ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ５ ）
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（ 式 中 、 Ｒ は 炭 素 数 が １ ～ ７ の 直 鎖 、 分 枝 あ る い は 環 状 の ア ル キ ル 基 で あ り 、 Ｙ は 塩 素 、
臭 素 ま た は ヨ ウ 素 の い ず れ か で あ る 。 ）
　 　 Ｒ － Ｙ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ６ ）
（ 式 中 、 Ｒ と Ｙ は 前 記 と 同 意 義 で あ る 。 ）
及 び 、 Ｍ ｇ 、 Ｚ ｎ 、 Ｃ ｄ 、 Ａ ｌ 、 Ｃ ｕ 、 Ｎ ａ 、 Ｐ ｂ 、 Ｎ ｉ 及 び Ｌ ｉ か ら な る 群 よ り 選 択 さ
れ る 少 な く と も １ 種 の 金 属 ま た は そ れ ら の 合 金 が 共 存 す る 極 性 有 機 溶 媒 及 び 無 極 性 有 機 溶
媒 の 混 合 溶 媒 と 共 に 、 加 熱 な い し は 沸 騰 還 流 に 付 す こ と を 特 徴 と す る （ ３ ） 式 か ら （ １ ）
式 の ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ジ エ ン を 、 ま た は （ ４ ） 式 か ら （ ２ ） 式 の ペ ル フ ル オ ロ ア ル ケ ン
を 、 そ れ ぞ れ 得 る ペ ル フ ル オ ロ 不 飽 和 炭 化 水 素 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 で 目 的 と す る 化 合 物 は 、 炭 素 鎖 中 に ２ 重 結 合 を 有 す る ペ ル フ ル オ ロ 不 飽 和 炭 化 水
素 で あ る 下 記 の 一 般 式 （ １ ） で 示 さ れ る ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ジ エ ン と 下 記 一 般 式 （ ２ ） で
示 さ れ る ペ ル フ ル オ ロ ア ル ケ ン で あ っ て 、
　 　 Ｒ 1 Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ － （ Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ 2 ） a （ Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ （ Ｃ Ｆ 3 ） ） b

                                       － Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｆ Ｒ 2  　 （ １ ）
（ 式 中 、 ａ と ｂ は そ れ ぞ れ ０ ～ ２ の 整 数 で あ り 、 同 一 ま た は 異 な っ て い て も よ い 。 Ｒ 1 、
Ｒ 2 は そ れ ぞ れ Ｆ 、 ま た は 直 鎖 、 分 枝 、 環 状 の ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ン 基 で あ り 、 分 子 中 の
総 炭 素 数 は ２ ０ 以 下 で あ る 。 ）
　 　 Ｒ 1 Ｃ Ｆ ＝ Ｃ Ｒ 2 Ｒ 3 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
（ 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 は 前 記 と 同 意 義 で あ り 、 分 子 内 の 総 炭 素 数 は ２ ０ 以 下 で あ る 。 ま た Ｒ 3

も Ｒ 1 、 Ｒ 2 と 同 意 義 で あ る 。 ）
　 一 般 式 （ １ ） の 炭 素 鎖 中 に ２ つ の ２ 重 結 合 を 有 す る ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ジ エ ン の 製 造 に
お い て は 、 次 式 （ ３ ） で 示 さ れ る ジ ハ ロ ゲ ン 化 ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ン を 、
　 　 Ｘ Ｃ Ｆ Ｒ 1 Ｃ Ｆ 2 － （ Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ 2 ） a （ Ｃ Ｆ （ Ｃ Ｆ 3 ） ） b

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 － Ｃ Ｆ 2 － Ｃ Ｆ Ｒ 2 Ｘ 　 　 　 （ ３ ）
（ 式 中 、 ａ と ｂ 及 び Ｒ 1 、 Ｒ 2 は 前 記 と 同 意 義 で あ り 、 Ｘ は ヨ ウ 素 で あ る か も し く は 臭 素 を
示 す 。 ）
　 ま た 、 一 般 式 （ ２ ） の 炭 素 鎖 中 に １ つ の ２ 重 結 合 を 有 す る ペ ル フ ル オ ロ ア ル ケ ン の 製 造
に お い て は 、 次 式 （ ４ ） で 示 さ れ る モ ノ ハ ロ ゲ ン 化 ペ ル フ ル オ ロ ア ル カ ン を 、
　 　 Ｒ 1 Ｘ Ｃ Ｆ Ｃ Ｆ Ｒ 2 Ｒ 3 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ４ ）
（ 式 中 、 Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 3 及 び Ｘ は 前 記 と 同 意 義 で あ る 。 ）
を 使 用 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 反 応 系 内 を 不 活 性 ガ ス 特 に 窒 素 ガ ス に よ り シ ー ル す る こ と に よ り 無 水 状 態 に 近 づ け る
こ と が で き る 。
　 ま た 反 応 は 攪 拌 し な が ら 行 う こ と が 望 ま し い 。 さ ら に は 、 反 応 途 上 で 生 成 す る 有 機 金 属
化 合 物 の 粘 性 が 高 く な る こ と が あ る が 、 こ の よ う な 場 合 に は 反 応 混 合 物 を 効 率 よ く 攪 拌 す
る と 収 率 の 向 上 が 達 成 さ れ 、 ま た 原 料 の 使 用 量 低 減 を 実 現 で き る 。 例 え ば 、 実 施 規 模 あ る
い は 実 施 方 式 に よ っ て は 、 ス ラ リ ー を 移 送 す る の に 適 し た ポ ン プ を 用 い て 反 応 混 合 物 を 循
環 さ せ る こ と に よ り 、 原 料 の 使 用 量 を 大 幅 に 、 例 え ば 理 論 量 近 く ま で 、 削 減 す る こ と が で
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、



き る 。
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